
東

京

都

北

区

住

宅

用

家

屋

証

明

事

務

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

六

号

東

京

都

北

区

住

宅

用

家

屋

証

明

事

務

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

住

宅

用

家

屋

証

明

事

務

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

九

年

七

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

三

項

第

六

号

中

「

申

立

書

」

の

下

に

「

（

宅

地

建

物

取

引

業

者

が

、

買

主

で

あ

る

当

該

個

人

の

依

頼

を

受

け

て

当

該

家

屋

の

取

得

に

係

る

取

引

の

代

理

又

は

媒

介

を

し

た

場

合

は

、

当

該

個

人

が

当

該

家

屋

の

取

得

後

に

入

居

の

意

向

が

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

こ

と

を

証

す

る

当

該

宅

地

建

物

取

引

業

者

の

証

明

書

を

も

つ

て

代

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

次

項

第

三

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

子

ど

も

の

権

利

委

員

会

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

七

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

七

号

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

権

利

委

員

会

規

則

（

趣

旨

）

し

ゆ

し

第

一

条

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

権

利

と

幸

せ

に

関

す

る

条

例

（

令

和

六

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

三

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

い

ま

す

。

）

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

に

基

だ

い

い

ち

こ

う

づ

き

設

置

す

る

東

京

都

北

区

子

ど

も

の

権

利

委

員

会

（

以

下

「

権

利

委

員

会

」

と

い

い

ま

す

。

）

の

組

織

お

よ

び

運

営

に

つ

い

て

、

条

例

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

じ

こ

う

と

し

ま

す

。

（

組

織

の

構

成

）

第

二

条

条

例

第

二

十

条

第

二

項

に

規

定

す

る

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

人

は

、

次

に

か

か

げ

だ

い

に

こ

う

る

人

と

し

ま

す

。

一

区

内

に

住

ん

で

い

る

人

ま

た

は

区

内

で

学

ん

で

い

る

人

若

し

く

は

働

い

て

い

る

人

で

公

募

も

こ

う

ぼ

に

よ

る

も

の

二

区

内

団

体

の

推

薦

を

受

け

た

人

す

い

せ

ん

三

前

二

号

に

当

て

は

ま

る

人

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

人

（

臨

時

委

員

）

第

三

条

区

長

は

、

権

利

委

員

会

に

特

別

の

事

項

を

調

査

お

よ

び

審

議

さ

せ

る

た

め

必

要

が

あ

る

じ

こ

う

し

ん

ぎ

と

認

め

る

と

き

は

、

臨

時

委

員

を

置

く

こ

と

が

で

き

ま

す

。
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２

臨

時

委

員

は

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

者

の

う

ち

か

ら

、

区

長

が

委

嘱

し

ま

す

。

い

し

よ

く

３

臨

時

委

員

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

調

査

お

よ

び

審

議

が

終

了

し

た

と

き

は

、

解

嘱

さ

れ

だ

い

い

ち

こ

う

し

ん

ぎ

し

ゆ

う

り

よ

う

か

い

し

よ

く

る

も

の

と

し

ま

す

。

（

関

係

者

の

出

席

）

第

四

条

権

利

委

員

会

は

、

そ

の

調

査

お

よ

び

審

議

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

関

係

者

し

ん

ぎ

の

出

席

を

求

め

、

そ

の

説

明

ま

た

は

意

見

を

聴

く

こ

と

が

で

き

ま

す

。

き

（

会

議

の

公

開

）

第

五

条

権

利

委

員

会

の

会

議

は

、

公

開

を

原

則

と

し

ま

す

。

た

だ

し

、

会

長

が

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

非

公

開

と

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

（

庶

務

）

し

よ

む

第

六

条

権

利

委

員

会

の

庶

務

は

、

子

ど

も

未

来

部

子

ど

も

未

来

課

に

お

い

て

処

理

し

ま

す

。

し

よ

む

（

委

任

）

第

七

条

こ

の

規

則

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

権

利

委

員

会

の

運

営

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

権

じ

こ

う

利

委

員

会

が

定

め

ま

す

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

し

ま

す

。

し

こ

う

- 2 -



東

京

都

北

区

赤

羽

会

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

八

号

東

京

都

北

区

赤

羽

会

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

赤

羽

会

館

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

三

十

六

年

七

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

条

中

「

（

別

記

第

十

八

号

様

式

）

」

を

削

る

。

別

記

第

十

八

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第
1
8
号

様
式

削
除

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



東

京

都

北

区

滝

野

川

会

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

九

号

東

京

都

北

区

滝

野

川

会

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

滝

野

川

会

館

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

三

十

七

年

十

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

条

中

「

（

別

記

第

十

八

号

様

式

）

」

を

削

る

。

別

記

第

十

八

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第
1
8
号

様
式

削
除

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



東

京

都

北

区

立

元

気

ぷ

ら

ざ

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

号

東

京

都

北

区

立

元

気

ぷ

ら

ざ

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

立

元

気

ぷ

ら

ざ

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

年

六

月

東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

条

中

「

（

別

記

第

九

号

様

式

）

」

を

削

る

。

別

記

第

九

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

第
９

号
様

式
削

除

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

指

定

介

護

予

防

支

援

等

の

事

業

の

人

員

及

び

運

営

並

び

に

指

定

介

護

予

防

支

援

等

に

係

る

介

護

予

防

の

た

め

の

効

果

的

な

支

援

の

方

法

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

一

号

東

京

都

北

区

指

定

介

護

予

防

支

援

等

の

事

業

の

人

員

及

び

運

営

並

び

に

指

定

介

護

予

防

支

援

等

に

係

る

介

護

予

防

の

た

め

の

効

果

的

な

支

援

の

方

法

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

指

定

介

護

予

防

支

援

等

の

事

業

の

人

員

及

び

運

営

並

び

に

指

定

介

護

予

防

支

援

等

に

係

る

介

護

予

防

の

た

め

の

効

果

的

な

支

援

の

方

法

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

六

年

十

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

三

条

第

一

号

中

「

第

百

四

十

条

の

六

十

六

第

一

号

ロ

⑵

」

を

「

第

百

四

十

条

の

六

十

六

第

一

号

イ

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



東

京

都

北

区

介

護

保

険

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

一

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

二

号

東

京

都

北

区

介

護

保

険

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

介

護

保

険

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

記

第

十

八

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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居宅介護・介護予防支援事業所を変更する場合の理由等 ※変更する場合のみ記入してください。 

 

  

本人同意 

上記の居宅介護支援事業者・介護予防支援事業者に居宅サービス・介護予防サービス計画の作

成を依頼することに同意します。 

 

□ 同意する 

 

東京都北区長 様 

 上の居宅介護（介護予防）支援事業者に居宅介護（介護予防）サービス計画の 

作成を依頼することを届出します。 

      年   月   日 

 
    〒 

住 所 
  

被保険者  電話番号  

 氏 名   

 （注意）１ この届出書は、要介護認定の申請時又は居宅介護（介護予防）サービス計画の作成を依頼する居宅

介護支援事業所が決まり次第、速やかに東京都北区へ提出してください。 

２ 居宅サービス計画の作成を依頼する居宅介護支援事業所を変更するときは、変更年月日を記入の上、 

必ず東京都北区へ届け出てください。届出のない場合、サービスに係る費用を一旦、全額自己負担し 

ていただくことがあります。 

 事 

務 

処 

理 

受 付 入 力 

受付者 

 

受付日 

 

入力者 

 

入力日 

 

第18号様式（第18条関係） 
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別

記

第

二

十

号

様

式

か

ら

第

二

十

二

号

様

式

ま

で

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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介護保険居宅介護（介護予防）福祉用具購入費支給申請書  

注意・この申請書に領収証、購入した福祉用具のパンフレット、特定福祉用具販売計画書 

（事業所作成のもの）を添付してください。 

・「福祉用具が必要な理由」については、個々の福祉用具ごとに記載してください。  

      欄内に記載が困難な場合は、裏面に記載してください。  
給付費を以下の口座に振り込んでください。  

受取口座 

□公金受取口座を利用する（利用する場合は口座情報の記入不要）  
公金受取口座を登録していない方は、マイナポータルから簡単に登録いただけます。通帳等の写しの提出も不要になりま

す。 
□振込口座を指定する  

口座振込 

依 頼 欄  

銀  行 

信用金庫 

農  協 

 (     )  

 本 店  
 支 店  
 (    ) 

種 目 口座番号  

金融機関コード  店舗コード  １ 普通  
２ 当座預金  
３ その他  
(         )  

              
              

ゆうちょ銀行  記

号             番

号                 

フリガナ     
口座名義人    

フ リ ガ ナ    
保 険 者 番 号               

被保険者氏名    被保険者番号                      
個人番号                      

生 年 月 日       年    月   日  要介護度等    

認定有効期間  年   月   日     ～     年   月   日  

住    所 〒  
電話番号  

福祉用具名 
（種目名及び商品名） 

特定福祉用具販売 

事業者指定番号  
製造事業者名及び 

販 売 事 業 者 名  購 入 金 額 購 入 日 

TAIS コード    (      ）     円  年  月  日  

TAIS コード    (      ）     円  年  月  日  

TAIS コード    (      ）     円  年  月  日  

福祉用具が 

必要な理由    

東京都北区長 様 
 前のとおり、関係書類を添えて居宅介護（介護予防）福祉用具購入費の支給を申請します。  
        年  

  

  月    日  
〒                     電話番号  

住所                     被保険者との関係   
申請者 個人番号 

氏名                                             ※公金受取口座を利用する場合はご記入ください。  
代理申請を行う 

事業所情報  
事業所名称   
事業所種別   

第 20 号様式（第 20 条関係） 
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介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修費支給申請書 

フ リ ガ ナ    
保 険 者 番 号                

被保険者氏名    被保険者番号                      

個人番号                          

生 年 月 日       年   月   日  要介護度等     

認定有効期間  年   月   日    ～     年   月   日  

住    所  
〒  

電話番号  

住宅の所有者  本人との関係（    ）  

住宅改修先住所  〒  

改修の内容・ 

箇所及び規模  

□１．手すりの取付け  

□２．段差の解消  

□３．滑りの防止及び移動の円滑化等のための床又は

通路面の材料の変更  

□４．引き戸等への扉の取替え  

□５．洋式便器等への便器の取替え  

□６．付帯工事  

業 者 名    

業者連絡先    

着 工 日  年  月  日  

完 成 日  年  月  日  

改 修 費 用                         円  

改修予定費用から

改修費用で変更が

あった場合の理由 

  

事前承認番号    

東京都北区長 様  

  前のとおり、関係書類を添えて居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給を申請します。  

          年 

  

  月   日  

   〒  電話番号  

住所                       被保険者との関係  

申請者  

  

  個人番号    

氏名  ※公金受取口座を利用する場合はご記入ください。

代理申請を行う 

事業所情報  

事業所名称    

事業所種別    

注意・工事前に申請が必要です。 

・この申請書に理由書・写真（工事前）・見積書等を添付してください。 

・改修を行った住宅の所有者が当該被保険者でない場合、所有者の承諾書も添付してください。 

・口座は被保険者本人名義のものを記載してください。 

・工事後に、領収書・写真（工事後）を提出してください。 

給付費を以下の口座に振り込んでください。  

受取口座  

□公金受取口座を利用する（利用する場合は口座情報の記入不要）  

公金受取口座を登録していない方は、マイナポータルから簡単に登録いただけます。通帳等の写しの提出も不要になります。  

□振込口座を指定する  

口座振込依頼 

欄  

銀   行 

信用金庫 

農  協 

 (    )  

  
本 店  

 支 店  

 (    ) 

種 目 口 座 番 号  

金融機関コード  店舗コード  １ 普通  

２ 当座預金  

３ その他  

(        )  

       
              

ゆうちょ銀行  
記
号 

           
番
号 

                

フリガナ    

口座名義人    

 

第 21 号様式（第 21 条関係） 
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介護保険高額介護（介護予防）サービス費支給申請書 

フ リ ガ ナ  保 険 者 番 号        

被 保 険 者 氏 名  
被 保 険 者 番 号           

生 年 月 日  個人番号             

住 所  電話番号 

本 人 支 払 額  

備 考  

東京都北区長殿 

前のとおり高額介護（介護予防）サービス費の支給を申請します。 

      年   月   日 

    〒   

申請者 住所 電話番号  

  個人番号   
※公金受取口座を利用する場合はご記入ください。  氏名 

 

 注意 ・公費負担医療の対象となる介護保険サービスを利用しており、介護保険の定率負担適用後の利用者負担から公費 

負担医療による支給額を控除し、なお残る利用者負担がある場合は、申請の際にこれを証明することができる証 

拠書類を添付してください。 

    ・今回の支給以降、高額介護（介護予防）サービス費が支給される場合、申請手続は不要となります。 

    ・ただし、公費負担医療の対象となる介護保険サービスを新たに受けることとなった場合や当該サービスに係るな 

お残る利用者負担額に変更があった場合は、それを証明することができる証拠書類を改めて提出してください。 

    ・給付制限を受けている方については、高額介護（介護予防）サービス費の支給ができない場合があります。 
 

高額介護（介護予防）サービス費を以下の口座に振り込んでください。 

市（町村）記入欄 
区    分 世帯集約番号 給付制限状況 備 考 

１単独 

２合算 
 

有・無 

給付割合  割 
 

 

 氏 名 生 年 月 日 

介護保険の被保険者の場合 

被 保 険 者 番 号 

個 人 番 号 

世

帯

構

成 

世 帯 主   
           

            

世 帯 員 

  
           

            

  
           

            

受 取 口 座 

□公金受取口座を利用する（利用する場合は口座情報の記入不要） 

公金受取口座を登録していない方は、マイナポータルから簡単に登録いただけます。通帳等の写しの提出も不要になります。 

□振込口座を指定する 

口 座 振 込 

依 頼 欄 

銀  行  

信用金庫  

農  協  

(    ) 

本 店  

支 店  

(   ) 

種 目 口 座 番 号 

金融機関コード 店舗番号 １ 普通 

２ 当座預金 

３ その他 

(        ) 

       
       

ゆうちょ銀行 記
号 

      番
号 

        

フリガナ  

口座名義人  

第 22 号様式（第 22 条、付則第５条関係） 

- 6 -



別

記

第

二

十

五

号

様

式

中

「

居
住

費
円
（

ユ
ニ

ッ
ト

型
個

室

）

：

円

（

ユ
ニ

ッ
ト

型
個

室
的

多
床

室

）

：

円

を

（

従
来

型
個

室
）

特
養

等

：

円

老
健

・
療

養
等

：

円

（

多
床

室

）

：

円

」

「

居
住

費

：

円

」

に

改

め

る

。

別

記

第

二

十

六

号

様

式

中

「
老

健
・

療
養

等

」

を

「

老
健

・
医

療
院

等

」

に

改

め

、

同

様

式

（表面）

中

「

老

健

・

療

養

等

」

を

「

老

健

・

医

療

院

等

」

に

改

め

る

。

（裏面）

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

介

護

保

険

条

例

施

行

規

則

別

記

第

十

八

号

様

式

、

第

二

十

号

様

式

か

ら

第

二

十

二

号

様

式

ま

で

、

第

二

十

五

号

様

式

及

び

第

二

十

六

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所
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要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

一

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子





東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

三

号

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

国

民

健

康

保

険

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

七

年

七

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

記

第

四

十

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

（裏）

- 1 -



   （
裏

）
 

 
表

面
の

と
お

り
保

険
料

が
未

納
と

な
っ

て
い

ま
す
。

こ
の

納
付

書

で
、

指
定
納

期
限
ま

で
に
納

め
て
く
だ
さ

い
。
 

    １
 

滞
納
処

分
 

指
定

期
限
ま

で
に
納

付
が
な

い
場
合

、
滞
納

処
分
を

実
施
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す
。
 

２
 

不
服
の

申
立
て
 

 
(
１

)
 

こ
の

決
定

に
不

服
が

あ
る

と
き

は
、

こ
の

決
定

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３

箇
月

以
内

に
、

東
京

都
国

民
健

康
保

険
審

査
会

（
東

京
都

庁
内

）
に

対
し

て
審

査
請

求
を

す
る

こ
と

が
で

き

ま
す

（
な

お
、

こ
の

決
定

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
箇

月
以

内
で

あ
っ

て
も

、

こ
の

決
定

の
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
１

年
を

経
過

す
る

と
審

査
請

求
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

り
ま

す
。
）
。
 

 
(
２

)
 

上
記

(
１

)
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

を
経

た
場

合
に

限
り

、
当

該
審

査
請

求
に

対
す

る
裁

決
が

あ
っ

た
こ

と
を

知
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
６

箇
月

以
内

に
、

東
京

都
北

区
を

被
告

と
し

て
（

訴
訟

に
お

い

て
東

京
都

北
区

を
代

表
す

る
者

は
東

京
都

北
区

長
と

な
り

ま
す

。
）
、

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ

と
が

で
き

ま
す

（
な

お
、

当
該

裁
決

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

６
箇

月
以

内
で

あ

っ
て

も
、

当
該

裁
決

の
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
１

年
を

経
過

す
る

と
処

分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提

起
す

る

こ
と

が
で

き
な

く
な

り
ま

す
。
）
。

た
だ

し
、

次
の

ア
か

ら
ウ

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
き

は
、

審
査

請
求

に
対
す

る
裁
決

を
経
な

い
で
処

分
の
取

消
し
の

訴
え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で
き

ま
す
。
 

 
 

ア
 
審

査
請
求

が
あ
っ

た
日
の

翌
日
か

ら
起
算

し
て
３

箇
月

を
経

過
し

て
も
裁

決
が
な

い
と
き

。
 

 
 

イ
 

処
分

、
処

分
の

執
行

又
は

手
続

の
続

行
に

よ
り

生
ず

る
著

し
い

損
害

を
避

け
る

た
め

緊
急

の
必

要
が

あ

る
と

き
。
 

 
 

ウ
 
そ

の
他
裁

決
を
経

な
い
こ

と
に
つ

き
正
当

な
理
由

が
あ

る
と

き
。
 

３
 

延
滞
金
 

納
期

限
の

翌
日

か
ら

納
付

の
日

ま
で

の
期

間
の

日
数

に
応

じ
、

保
険

料
額

（
1
,
0
0
0
円

未
満

の
端

数
が

あ

る
と

き
、

又
は

そ
の

金
額

が
2
,
0
0
0
円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額
又

は
全

額
を

切
り

捨
て

ま

す
。
）

に
年

1
4
.
6
％

（
納

期
限

の
翌

日
か

ら
３

箇
月

を
経

過
す

る
日

ま
で

の
期

間
に

つ
い

て
は

、
年

7
.
3
％

）

の
割

合
（

当
該

年
の

租
税

特
別

措
置

法
第

9
3
条

第
２

項
に

規
定

す
る

平
均

貸
付

割
合

に
年

１
％

の
割

合
を

加

算
し

た
割

合
（

以
下

「
延

滞
金

特
例

基
準

割
合

」
と

い
い

ま
す

。
）

が
年

7
.
3
％

の
割

合
に

満
た

な
い

場
合

に

は
、

そ
の

年
中

に
お

い
て

は
、

年
1
4
.
6
％

の
割

合
に

あ
っ

て
は

そ
の

年
に

お
け

る
延

滞
金

特
例

基
準

割
合

に

年
7
.
3
％

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

と
し

、
年

7
.
3
％

の
割

合
に

あ
っ

て
は

当
該

延
滞

金
特

例
基

準
割

合
に

年

１
％

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

（
当

該
加

算
し

た
割

合
が

年
7
.
3
％

の
割

合
を

超
え

る
場

合
に

は
、

年
7
.
3
％

の
割

合
）

と
し

ま
す

。
）

を
乗

じ
て

計
算

し
た

延
滞

金
額

を
加

算
し

て
納

付
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

こ

の
場

合
に

お
け

る
年

当
た

り
の

割
合

は
、

う
る

う
年

の
日

を
含

む
期

間
に

つ
い

て
も

、
3
6
5
日

当
た

り
の

割

合
で

す
。
 

 

  

- 2 -



付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

七

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 3 -



東

京

都

北

区

後

期

高

齢

者

医

療

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。令

和

六

年

六

月

十

一

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

四

号

東

京

都

北

区

後

期

高

齢

者

医

療

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

後

期

高

齢

者

医

療

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

記

第

五

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

（裏）

- 1 -



   （
裏

）
 

 
表

面
の

と
お

り
、

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

が
未

納
と

な
っ

て
い

ま

す
。

こ
の
納

付
書
で

指
定
期

限
ま
で
に
納

め
て
く
だ

さ
い
。
 

     １
 

滞
納
処

分
 

 
 

指
定
期

限
ま
で

に
納
付

が
な
い

場
合
、

滞
納
処

分
を
実

施
す

る
こ

と
が

あ
り
ま

す
。
 

２
 

こ
の
処

分
に
不

服
が
あ

る
場
合

の
措
置
 

 
(
１

)
 

こ
の

処
分

に
不

服
が

あ
る

と
き

は
、

こ
の

処
分

が
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
た

日
の

翌
日

か
ら

起
算

し
て

３
箇

月

以
内

に
東

京
都

後
期

高
齢

者
医

療
審

査
会

（
東

京
都

庁
内

）
に

対
し

て
審

査
請

求
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す

（
な

お
、

こ
の

処
分

が
あ

っ
た
こ

と
を

知
っ

た
日

の
翌
日

か
ら
起

算
し

て
３

箇
月
以

内
で

あ
っ
て

も
、

こ
の

処

分
が

あ
っ

た
日

の
翌

日
か

ら
起

算
し

て
１

年
を

経
過

す
る

と
審

査
請

求
を

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な

り
ま

す
。
）
。
 

 
(
２

)
 

処
分

の
取

消
し

の
訴

え
に

つ
い

て
は

、
上

記
の

審
査

請
求

に
対

す
る

裁
決

を
経

た
場

合
に

限
り

、
当

該
審

査

請
求

に
対

す
る

裁
決

が
あ

っ
た
こ

と
を

知
っ

た
日

の
翌
日

か
ら
起

算
し

て
６

箇
月
以

内
に

、
東
京

都
北

区
を

被

告
と

し
て

（
訴

訟
に

お
い

て
東

京
都

北
区

を
代

表
す

る
者

は
東

京
都

北
区

長
と

な
り

ま
す

。
）

訴
え

を
提

起
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

（
な

お
、
当

該
審

査
請

求
に

対
す
る

裁
決
が

あ
っ

た
こ

と
を
知

っ
た

日
の
翌

日
か

ら
起

算

し
て

６
箇

月
以

内
で

あ
っ

て
も
、

当
該

裁
決

の
日

の
翌
日

か
ら
起

算
し

て
１

年
を
経

過
す

る
と
処

分
の

取
消

し

の
訴

え
を

提
起

す
る

こ
と

が
で

き
な

く
な
り

ま
す

。
）
。
た

だ
し
、

次
の

①
か

ら
③
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該
当

す

る
と

き
は
、

審
査
請

求
に
対

す
る
裁

決
を
経

な
い
で

処
分
の

取
消

し
の

訴
え

を
提
起

す
る
こ

と
が
で

き
ま
す

。
 

 
 

①
 
審

査
請
求

が
あ
っ

た
日
の

翌
日
か

ら
起
算

し
て
３

箇
月

を
経

過
し

て
も
裁

決
が
な

い
と
き

。
 

 
 

②
 

処
分

、
処

分
の

執
行

又
は

手
続

の
続

行
に

よ
り

生
ず

る
著

し
い

損
害

を
避

け
る

た
め

緊
急

の
必

要
が

あ
る

と

き
。
 

 
 

③
 
そ

の
他
裁

決
を
経

な
い
こ

と
に
つ

き
正
当

な
理
由

が
あ

る
と

き
。
 

３
 

延
滞

金
 

納
期

限
の

翌
日

か
ら

納
付

の
日

ま
で

の
期

間
の

日
数

に
応

じ
、

保
険

料
額

（
1
,
0
0
0
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

、
又

は
そ

の
金

額
が

2
,
0
0
0
円

未
満

で
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
金

額
又

は
全

額
を

切
り

捨
て

ま
す

。
）

に
年

1
4
.
6
％

（
納

期
限

の
翌

日
か

ら
３

箇
月

を
経

過
す

る
日

ま
で

の
期

間
に

つ
い

て
は

、
年

7
.

3
％

）
の

割
合

（
当

該
年

の
租

税
特

別
措

置
法

第
9
3
条

第
２

項
に

規
定

す
る

平
均

貸
付

割
合

に
年

１
％

の

割
合

を
加

算
し

た
割

合
（

以
下

「
延

滞
金

特
例

基
準

割
合

」
と

い
い

ま
す

。
）

が
年

7
.
3
％

の
割

合
に

満

た
な

い
場

合
に

は
、

そ
の

年
中

に
お

い
て

は
、

年
1
4
.
6
％

の
割

合
に

あ
っ

て
は

そ
の

年
に

お
け

る
延

滞

金
特

例
基

準
割

合
に

年
7
.
3
％

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

と
し

、
年

7
.
3
％

の
割

合
に

あ
っ

て
は

当
該

延

滞
金

特
例

基
準

割
合

に
年

１
％

の
割

合
を

加
算

し
た

割
合

（
当

該
加

算
し

た
割

合
が

年
7
.
3
％

の
割

合
を

超
え

る
場

合
に

は
、

年
7
.
3
％

の
割

合
）

と
し

ま
す

。
）

を
乗

じ
て

計
算

し
た

延
滞

金
額

を
加

算
し

て
納

付
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

こ
の

場
合

に
お

け
る

年
当

た
り

の
割

合
は

、
う

る
う

年
の

日
を

含
む

期

間
に

つ
い

て
も

、
3
6
5日

当
た

り
の

割
合

で
す

。
 

 問
合

せ
先
 

○
納

め
る

と
こ

ろ
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
○
 

○
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付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

七

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 3 -



東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

条

例

施

行

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

九

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

五

号

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

条

例

施

行

規

則

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

条

例

（

令

和

六

年

六

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

一

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

定

義

）

第

二

条

こ

の

規

則

に

お

い

て

使

用

す

る

用

語

の

意

義

は

、

条

例

で

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

（

開

館

時

間

）

第

三

条

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

の

開

館

時

間

は

、

午

前

十

時

か

ら

午

後

八

時

ま

で

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

変

更

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

休

館

日

）

第

四

条

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

の

休

館

日

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

変

更

し

、

又

は

臨

時

に

休

館

日

を

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

日

曜

日

二

月

曜

日

（

月

曜

日

が

国

民

の

祝

日

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

七

十

八

号

）

- 1 -



に

規

定

す

る

休

日

（

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

「

休

日

」

と

い

う

。

）

に

当

た

る

と

き

は

、

そ

の

直

後

の

休

日

以

外

の

日

）

三

一

月

一

日

か

ら

同

月

三

日

ま

で

四

十

二

月

二

十

九

日

か

ら

同

月

三

十

一

日

ま

で

（

使

用

申

請

等

）

第

五

条

条

例

第

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

施

設

等

の

使

用

申

請

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

申

請

書

（

別

記

第

一

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

。

２

前

項

の

規

定

に

よ

る

使

用

申

請

は

、

使

用

日

の

三

箇

月

前

（

申

請

者

が

区

民

（

条

例

別

表

の

区

民

を

い

う

。

）

以

外

の

も

の

で

あ

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

二

箇

月

前

）

の

日

の

属

す

る

月

の

初

日

か

ら

受

け

付

け

る

。

３

前

項

に

規

定

す

る

受

付

期

間

の

初

日

が

休

館

日

に

当

た

る

と

き

は

、

そ

の

直

後

の

開

館

日

を

当

該

期

間

の

初

日

と

し

、

当

該

期

間

の

末

日

が

休

館

日

に

当

た

る

と

き

は

、

そ

の

直

前

の

開

館

日

を

当

該

期

間

の

末

日

と

す

る

。

４

一

件

の

申

請

で

連

続

し

て

施

設

を

使

用

で

き

る

期

間

は

、

三

日

と

す

る

。

５

前

三

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

区

長

は

、

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

受

付

期

間

を

変

更

し

、

又

は

連

続

使

用

期

間

を

延

長

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

使

用

承

認

）

- 2 -



第

六

条

区

長

は

、

前

条

第

一

項

の

使

用

申

請

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

使

用

承

認

を

し

た

と

き

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

承

認

書

（

別

記

第

二

号

様

式

）

を

申

請

者

に

交

付

す

る

。

２

前

項

の

使

用

承

認

は

、

申

請

の

順

序

に

よ

り

行

う

。

た

だ

し

、

同

時

に

二

以

上

の

申

請

が

あ

っ

た

と

き

は

、

抽

選

に

よ

る

。

３

第

一

項

の

使

用

承

認

を

受

け

た

も

の

（

以

下

「

使

用

者

」

と

い

う

。

）

は

、

施

設

等

を

使

用

す

る

際

に

、

同

項

に

規

定

す

る

使

用

承

認

書

を

係

員

に

提

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

使

用

登

録

）

第

七

条

条

例

第

八

条

第

一

項

の

登

録

（

以

下

「

使

用

登

録

」

と

い

う

。

）

の

申

請

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

公

開

時

間

使

用

登

録

申

請

書

（

別

記

第

三

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

。

２

区

長

は

、

前

項

の

申

請

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

使

用

登

録

を

し

た

と

き

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

公

開

時

間

使

用

登

録

通

知

書

（

別

記

第

四

号

様

式

）

を

申

請

者

に

交

付

す

る

。

３

使

用

登

録

の

期

間

は

、

登

録

し

た

日

の

属

す

る

年

度

の

翌

年

度

の

四

月

一

日

か

ら

起

算

し

て

三

年

間

と

す

る

。

４

使

用

登

録

を

受

け

た

者

は

、

当

該

使

用

登

録

の

内

容

に

変

更

が

あ

っ

た

と

き

は

、

速

や

か

に

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

公

開

時

間

使

用

登

録

変

更

届

出

書

（

別

記

第
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五

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

附

帯

設

備

使

用

料

）

第

八

条

条

例

第

九

条

第

一

項

に

規

定

す

る

附

帯

設

備

使

用

料

の

額

は

、

別

表

の

と

お

り

と

す

る

。

（

使

用

料

の

納

付

）

第

九

条

条

例

第

九

条

第

一

項

に

規

定

す

る

使

用

料

は

、

第

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

使

用

承

認

書

の

交

付

を

受

け

る

際

に

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

東

京

都

北

区

（

以

下

「

区

」

と

い

う

。

）

が

使

用

す

る

場

合

そ

の

他

区

長

が

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

使

用

料

の

減

免

）

第

十

条

条

例

第

九

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

使

用

料

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

及

び

そ

の

割

合

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

施

設

使

用

料

イ

区

が

使

用

す

る

場

合

免

除

ロ

区

以

外

の

官

公

署

又

は

公

益

法

人

等

が

区

と

共

催

で

使

用

す

る

場

合

免

除

ハ

公

益

法

人

等

が

公

益

の

た

め

に

使

用

す

る

場

合

五

割

減

額

ニ

区

が

後

援

し

、

又

は

協

賛

す

る

事

業

の

た

め

に

使

用

す

る

場

合

五

割

減

額

二

附

帯

設

備

使

用

料

前

号

イ

又

は

ロ

に

掲

げ

る

場

合

に

お

い

て

施

設

使

用

料

を

免

除

す

る

と

き

。

免

除

２

前

項

各

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

使

用

料
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を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

３

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

使

用

料

の

減

額

又

は

免

除

の

措

置

を

受

け

よ

う

と

す

る

者

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

料

減

免

申

請

書

（

別

記

第

六

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

し

、

そ

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

使

用

料

の

還

付

）

第

十

一

条

条

例

第

十

条

た

だ

し

書

の

規

定

に

よ

り

既

納

の

使

用

料

を

還

付

す

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

及

び

そ

の

割

合

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

一

施

設

使

用

料

イ

区

の

都

合

に

よ

り

使

用

承

認

を

取

り

消

し

た

場

合

全

額

ロ

使

用

者

の

責

任

に

よ

ら

な

い

理

由

で

使

用

時

間

の

三

分

の

二

以

上

使

用

で

き

な

く

な

っ

た

場

合

全

額

ハ

使

用

日

の

七

日

前

ま

で

に

使

用

の

取

消

し

を

申

し

出

た

場

合

五

割

ニ

使

用

者

の

責

任

に

よ

ら

な

い

理

由

で

使

用

時

間

の

三

分

の

一

以

上

使

用

で

き

な

く

な

っ

た

場

合

（

ロ

の

場

合

を

除

く

。

）

五

割

二

附

帯

設

備

使

用

料

前

号

イ

か

ら

ニ

ま

で

に

掲

げ

る

場

合

全

額

２

次

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

同

項

に

規

定

す

る

使

用

取

消

承

認

書

の

交

付

を

受

け

た

場

合

又

は

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

、

同

項

に

規

定

す

る

使

用

取

消

・

停

止

・

制

限

通

知

書

の

交
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付

を

受

け

た

場

合

に

お

い

て

、

既

納

の

使

用

料

の

還

付

を

受

け

よ

う

と

す

る

も

の

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

料

還

付

申

請

書

（

別

記

第

七

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

使

用

料

還

付

の

承

認

を

し

た

と

き

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

料

還

付

承

認

書

（

別

記

第

八

号

様

式

）

を

申

請

者

に

交

付

す

る

。

（

使

用

承

認

の

取

消

し

等

）

第

十

二

条

使

用

承

認

を

受

け

た

施

設

等

の

使

用

の

取

消

し

を

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

取

消

申

請

書

（

別

記

第

九

号

様

式

）

に

第

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

使

用

承

認

書

を

添

え

て

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

使

用

の

取

消

し

を

承

認

し

た

と

き

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

取

消

承

認

書

（

別

記

第

十

号

様

式

）

を

申

請

者

に

交

付

す

る

。

３

区

長

は

、

条

例

第

十

三

条

（

条

例

第

八

条

第

二

項

に

お

い

て

読

み

替

え

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

の

規

定

に

よ

り

、

使

用

承

認

を

取

り

消

し

、

又

は

使

用

を

停

止

し

、

若

し

く

は

制

限

し

た

と

き

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

等

使

用

承

認

取

消

・

停

止

・

制

限

通

知

書

（

別

記

第

十

一

号

様

式

）

又

は

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

施

設

公

開

時

間

使

用

登

録

取

消

・

停

止

・

制

限

通

知

書

（

別

記

第

十

二

号

様

式

）

に

よ

り

、

使

用

者
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に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

（

使

用

者

等

の

義

務

）

第

十

三

条

使

用

者

（

施

設

公

開

時

間

に

お

い

て

貸

出

施

設

を

使

用

す

る

者

を

含

む

。

）

は

、

区

長

が

施

設

等

の

管

理

上

必

要

な

指

示

を

し

た

と

き

は

、

こ

れ

に

従

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

原

状

回

復

）

第

十

四

条

施

設

等

を

使

用

す

る

に

当

た

っ

て

の

準

備

及

び

使

用

終

了

後

の

原

状

回

復

は

、

承

認

さ

れ

た

使

用

時

間

内

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

使

用

者

は

、

施

設

等

の

使

用

を

終

了

し

た

と

き

は

、

係

員

の

点

検

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

委

任

）

第

十

五

条

こ

の

規

則

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

別

に

定

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

条

例

の

施

行

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

項

の

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

準

備

行

為

）

２

施

設

等

の

使

用

申

請

そ

の

他

使

用

の

た

め

に

必

要

な

準

備

行

為

は

、

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。
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別

表

（

第

八

条

関

係

）

種

別

単

位

区

分

使

用

料

音

響

・

映

像

セ

ッ

ト

一

式

一

回

一

、

〇

〇

〇

円

備

考

区

分

の

一

回

と

は

、

条

例

別

表

に

規

定

す

る

午

前

、

午

後

又

は

夜

間

の

一

を

い

う

。
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第１号様式（第５条関係） 

承認番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用申請書 

申

請

者 

団 体 名 
 

住 所 
 

代 表 者 

氏 名 

 

担当者名 
 

電話番号 
 

使 用 目 的 

（具体的に記入してください。） 

団 体 区 分 

番号を○で囲んでください。 

１ 区           ４ 事業者（公益法人等） 

２ 官公署         ５ 事業者（４以外） 

３ 創業・起業予定者    ６ その他（        ） 

使 用 日 時 年  月  日（  曜日） 午前 ・ 午後 ・ 夜間 

使 用 施 設 

番号を○で囲んでください。 

１ イベントスペース（２階） 

２ 会議室（２階） 

使用予定人数        名 

附 帯 設 備 

使 用 

番号を○で囲んでください。 

１ 音響・映像セット 

上記のとおり使用を申請します。 

年  月  日 

東京都北区長 殿 

 

 

 

※ 下記は記入しないでください。 

使

用

料 

費用区分 減･免率 納付すべき金額  

施  設 ％ 円 

附帯設備 ％ 円 

合  計 円 
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第２号様式（第６条関係） 

承認番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用承認書 

申

請

者 

団 体 名 
 

住 所 
 

代 表 者 

氏 名 

 

担当者名 
 

電話番号 
 

使 用 目 的 

 

団 体 区 分 

 

１ 区           ４ 事業者（公益法人等） 

２ 官公署         ５ 事業者（４以外） 

３ 創業・起業予定者    ６ その他（        ） 

使 用 日 時 年  月  日（  曜日） 午前 ・ 午後 ・ 夜間 

使 用 施 設 

 

１ イベントスペース（２階） 

２ 会議室（２階） 

使用予定人数        名 

附 帯 設 備 

使 用 

 

１ 音響・映像セット 

上記のとおり使用を承認します。 

年  月  日 

東京都北区長         

 

 

 

 

使

用

料 

費用区分 減･免率 納付すべき金額 左記の使用料を領収しました。 

東京都北区金銭出納員     施  設 ％ 円 

附帯設備 ％ 円 

合  計 円 

 

印 

印 
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第３号様式（第７条関係） 

登録番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設公開時間使用登録申請書 

 

申

請

者 

住 所 

 

氏 名 

ふりがな 

 

電話番号 

 

使用者区分  

番号を○で囲んでください。 

１ 創業・起業前 

２ 創業・起業後５年以内 

３ その他 

使 用 目 的 

番号を○で囲んでください。（複数可） 

１ 創業・起業をするための準備をするため 

２ 創業・起業をするための情報を収集するため 

３ 創業・起業して間もなく、今後に役立つ情報を収集するため 

４ 新たな事業に参入するための準備をするため 

５ 新たな事業に参入するための情報収集をするため 

６ 地域の産業について情報収集するため 

７ 他の起業家・事業者と交流するため 

８ その他（                      ） 

備 考 

 

上記のとおり使用登録を申請します。 

 

年  月  日 

 

東京都北区長 殿 
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第４号様式（第７条関係） 

登録番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設公開時間使用登録通知書 

 

申

請

者 

住 所 

 

氏 名 

ふりがな 

 

電話番号 

 

使用登録期間 登録日 から     年３月３１日 

備 考 

 

上記のとおり使用登録をしたので通知します。 

 

 

 

年  月  日 

 

 

東京都北区長            

 

 

印 
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第５号様式（第７条関係） 

登録番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設公開時間使用登録変更届出書 

 

申

請

者 

住 所 

 

氏 名 

ふりがな 

 

電 話 番 号 

 

変更日 年     月     日 

変更事項 

番号を○で囲んでください。 

１ 住所        ３ 電話番号 

２ 氏名        ４ その他 

変

更

内

容 

新 

（変更後） 

 

旧 

（変更前） 

 

備 考 

 

上記のとおり変更しましたので届け出ます。 

 

 

年  月  日 

 

 

東京都北区長 殿 
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第６号様式（第１０条関係） 

承認番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用料減免申請書 

 

申

請

者 

団 体 名 
 

住 所 
 

代 表 者 

氏 名 

 

使 用 日 時 年  月  日（  曜日） 午前 ・ 午後 ・ 夜間 

使 用 施 設 
１ イベントスペース（２階） 

２ 会議室（２階） 

附 帯 設 備 

使 用 
１ 音響・映像セット 

申 請 理 由 

 

上記のとおり使用料の減免を申請します。 

 

 

 

年  月  日 

 

 

東京都北区長 殿 
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第７号様式（第１１条関係） 

承認番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用料還付申請書 

申

請

者 

団 体 名 
 

住 所 
 

代 表 者 

氏 名 

 

担当者名 
 

電話番号 
 

 

１ 使用日時 

使 用 年 月 日 使 用 区 分 

年  月  日（  曜日） 午 前 午 後 夜 間 

 

２ 使用施設・附帯設備 

施 設 名  

附帯設備種別  

 

３ 既納使用料 

施設使用料 附帯設備使用料 合   計 

円 円 円 

 

４ 還付を受けようとする理由 

具体的に記入してください。 

 

年  月  日付承認番号第    号の施設等使用承認について上記の

とおり還付申請します。 

 

年  月  日 

 

東京都北区長 殿 
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第８号様式（第１１条関係） 

承認番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用料還付承認書 

申

請

者 

団 体 名 
 

住 所 
 

代 表 者 

氏 名 

 

担当者名 
 

電話番号 
 

 

１ 使用日時 

使 用 年 月 日 使 用 区 分 

年  月  日（  曜日） 午 前 午 後 夜 間 

 

２ 使用施設・附帯設備 

施 設 名  

附帯設備種別  

 

３ 既納使用料 

施設使用料 附帯設備使用料 合   計 

円 円 円 

 

４ 還付金内訳 

施設使用料 附帯設備使用料 合   計 

円 円 円 

 

年  月  日付承認番号第    号の施設等使用承認について上記の

とおり還付承認します。 

 

年  月  日 

 

東京都北区長           

 

印 

- 16 -



第９号様式（第１２条関係） 

承認番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用取消申請書 

申

請

者 

団 体 名 
 

住 所 
 

代 表 者 

氏 名 

 

担当者名 
 

電話番号 
 

 

１ 使用取消日時 

使 用 年 月 日 使 用 区 分 

年  月  日（  曜日） 午 前 午 後 夜 間 

 

２ 使用取消施設名・附帯設備種別 

施 設 名  

附帯設備種別  

 

３ 取消理由 

具体的に記入してください。 

 

 

年  月  日付承認番号第    号の施設等使用承認について上記の

とおり取消申請します。 

 

 

年  月  日 

 

 

東京都北区長 殿 
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第１０号様式（第１２条関係） 

承認番号         

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用取消承認書 

申

請

者 

団 体 名 
 

住 所 
 

代 表 者 

氏 名 

 

担当者名 
 

電話番号 
 

 

１ 使用取消日時 

使 用 年 月 日 使 用 区 分 

年  月  日（  曜日） 午 前 午 後 夜 間 

 

２ 使用取消施設名・附帯設備種別 

施 設 名  

附帯設備種別  

 

 

年  月  日付承認番号第    号の施設等使用承認について上記の

とおり取消承認します。 

 

 

年  月  日 

 

 

東京都北区長          

 

 

印 
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第１１号様式（第１２条関係） 

（表） 

承認番号         

 

年  月  日 

 

           様 

 

東京都北区長          

 

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設等使用承認取消・停止・制限通知書 

 

 次のとおり（承認取消・停止・制限）を決定したので通知します。 

 

使 用 承 認 承認番号 第      号      年  月  日 発行 

使 用 日 時 年  月  日（  曜日） 午前 ・ 午後 ・ 夜間 

使用施設等 

施  設  

附帯設備  

使 用 目 的  

取消･停止･ 

制限の理由 

 

 

 

既 納 使 用 料 還 付 額 

施設使用料 附帯設備使用料 合 計  

円 円 円 円 

 

 

（裏面へ続く） 

 

 

 

 

 

印 
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（裏） 

（注意） 

１ この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日の翌日から起算

して３箇月以内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、こ

の決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決

定の日の翌日から起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなりま

す。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇

月以内に、東京都北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は東京

都北区長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この

決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内であっても、この決定

の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することがで

きなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請求に対す

る裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの

訴えを提起することができます。 
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第１２号様式（第１２条関係） 

承認番号         

 

年  月  日 

 

           様 

 

東京都北区長          

 

東京都北区赤羽イノベーションサイト施設公開時間使用登録 

取消・停止・制限通知書 

 

 次のとおり（取消・停止・制限）を決定したので通知します。 

 

使 用 登 録 登録番号 第      号      年  月  日 発行 

取消･停止･ 

制限の理由 

 

 

（注意） 

１ この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日の翌日から起算

して３箇月以内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、こ

の決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決

定の日の翌日から起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなりま

す。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇

月以内に、東京都北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は東京

都北区長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この

決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内であっても、この決定

の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することがで

きなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請求に対す

る裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの

訴えを提起することができます。 

 

印 

- 21 -



東

京

都

北

区

組

織

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

十

九

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

六

号

東

京

都

北

区

組

織

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

組

織

規

程

（

昭

和

五

十

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

一

条

の

三

産

業

振

興

課

の

部

経

営

支

援

係

の

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

六

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

に

関

す

る

こ

と

。

第

十

四

条

建

築

課

の

部

中

「

建

築

物

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

性

能

の

向

上

に

関

す

る

法

律

」

を

「

建

築

物

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

性

能

の

向

上

等

に

関

す

る

法

律

」

に

改

め

る

。

別

表

第

一

第

三

号

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

赤

羽

一

の

六

七

の

六

二

創

業

の

支

援

、

北

区

観

光

（四）

ョ

ン

サ

イ

ト

の

魅

力

発

信

等

に

関

す

る

事

務

付

則

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

赤

羽

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

サ

イ

ト

条

例

（

令

和

六

年

六

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

一

号

）

の

施

行

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

四

条

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

職

員

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

二

十

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

七

号

東

京

都

北

区

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

職

員

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

職

員

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

六

年

十

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。第

三

条

第

一

項

中

「

及

び

第

三

項

」

を

「

か

ら

第

四

項

ま

で

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

員

数

」

の

下

に

「

（

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

運

営

協

議

会

が

第

一

号

被

保

険

者

の

数

及

び

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

運

営

の

状

況

を

勘

案

し

て

必

要

で

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

常

勤

換

算

方

法

（

当

該

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

職

員

の

勤

務

延

時

間

数

を

当

該

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

に

お

い

て

常

勤

の

職

員

が

勤

務

す

べ

き

時

間

数

で

除

す

る

こ

と

に

よ

り

、

当

該

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

職

員

の

員

数

を

常

勤

の

職

員

の

員

数

に

換

算

す

る

方

法

を

い

う

。

）

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

、

同

条

第

三

項

の

表

以

外

の

部

分

中

「

前

項

」

を

「

第

二

項

」

に

改

め

、

同

項

の

表

中

「

前

項

各

号

」

を

「

第

二

項

各

号

」

に

、

「

前

項

第

一

号

」

を

「

第

二

項

第

一

号

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

四

項

と

し

、

同

条

第

二

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

３

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

運

営

協

議

会

が

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

効

果

的

な

運

営

に

資

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

複

数

の

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

が

- 1 -



担

当

す

る

区

域

を

一

の

区

域

と

し

て

、

当

該

区

域

内

の

第

一

号

被

保

険

者

の

数

に

つ

い

て

、

お

お

む

ね

三

千

人

以

上

六

千

人

未

満

ご

と

に

同

項

各

号

に

掲

げ

る

常

勤

の

職

員

の

員

数

を

当

該

複

数

の

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

に

配

置

す

る

こ

と

に

よ

り

、

当

該

区

域

内

の

一

の

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

が

そ

れ

ぞ

れ

同

項

の

基

準

を

満

た

す

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

当

該

区

域

内

の

一

の

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

に

置

く

べ

き

常

勤

の

職

員

の

員

数

の

基

準

は

、

同

項

各

号

に

掲

げ

る

者

の

う

ち

か

ら

二

人

と

す

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

六

年

六

月

二

十

七

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

八

号

東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

（

昭

和

三

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

付

則

第

五

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

四

令

和

六

年

度

北

区

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

食

料

品

等

価

格

高

騰

支

援

給

付

金

事

務

実

施

要

綱

（

令

和

六

年

六

月

十

九

日

六

北

福

地

第

五

千

百

七

十

一

号

）

第

九

条

第

五

項

第

三

号

の

規

定

に

基

づ

き

窓

口

現

金

受

領

方

式

等

に

よ

り

支

給

す

る

新

た

な

経

済

に

向

け

た

給

付

金

・

定

額

減

税

一

体

措

置

と

し

て

実

施

す

る

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

食

料

品

等

価

格

高

騰

支

援

給

付

金

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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